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を〉
漏え自fj

れ

の日差しをからだいっぱいに受けで い時期に走綴渉たち O

あど灼Lい1しくぐ'd初さのひとつひとつかが、¥、ほ財ミιしく心

ゴ一jルレを邑指して力いつぱい走る子供の表情は みに生き

して、ちっちゃな闘志がみなぎっている。

吋次の世代を担う子供たちに、がんばれと声援を送りたい。
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就
任
の
あ
い
さ
つ

村

長小

針

千

代

之

助

新
緑
初
夏
の
侯
と
な
り
ま
し
た
、
村

民
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
御
清
栄
の
事

と
思
い
ま
す
。

私
こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
四
度
自

の
，立
候
補
を
致
し
ま
し
た
が
幸
運
に
も

無
投
票
当
選
の
光
栄
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
村
民
の
皆

さ
ん
の
混
い
御
理
解
主
力
強
い
川御
支
援

の
賜
物
と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。顧

み
ま
す
と
昭
和
田
十
六
年
か
ら
三

期
十
二
年
の
間
激
動
と
変
革
の
時
代
に

対
応
し
「
~玉
川
村
の
豊
か
な
未
来
」
を

創
る
た
め
に
村
民
の
皆
さ
ん
の
連
帯
と

参
加
の
も
と
に
地
域
課
題
の
解
決
に
と

り
く
み
計
画
的
に
公
共
投
資
の
増
大
と

社
会
資
本
の
蓄
積
を
続
け
一
応
の
成
果

を
お
さ
め
る
こ
之
が
で
き
ま
し
た
。
が

5月2日職員に迎えられ初登庁

ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ
り
残
さ
れ
た
数

多
く
の
事
業
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

然
も
現
在
私
達
の
玉
川
村
は
農
業
の

衰
退
と
近
代
化
、
二
次
産
業
、
一
二
次
産

業
の
増
大
、
混
住
社
会
化
、
土
地
利
用

の
多
様
化
等
、
曾
つ
て
の
純
農
村
か
ら

の
脱
却
を
め
ざ
し
た
著
し
い
変
容
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
更
に
福
島
空
港
の
建
設
に
伴

う
受
入
れ
-と
対
応
と
云
う
歴
史
的
な
課

題
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
と
ど
の
様
に
取
組
み

ど
の
様
に
解
決
す
る
か
は
正
に
玉
川
村

の
未
来
を
賭
け
た
正
念
場
で
あ
る
と
一
去

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
今
こ
そ
村
民
の
え
い
知
を
結
集

し
新
た
な
発
想
と
視
点
の
上
に
立
っ
て

玉
川
村
振
興
の
長
期
計
画
を
策
定
し
自

然
環
境
、
生
活
環
境
、
生
産
環
境
の
調

和
と
均
衡
を
は
か
り
な
が
ら
福
島
空
港

の
実
現
企
業
の
誘
致
と
雇
傭
の
促
進
、

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
道
路
の
改
良

舗
装
、
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

健
康
と
福
祉
が
充
実
等
の
具
体
的
施
策

の
実
現
を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
四
期
自
の
村
政

を
担
当
す
る
ζ

と
に
な
り
負
托
さ
れ
た

寅
在
ど
使
命
の
重
大
さ
に
身
の
ひ
き
し

ま
る
想
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
際
謙
虚
に
自
ら
を
反
省
し
批
判

に
耳
を
か
た
む
け
想
い
を
新
に
し
て
誠

実
公
平
奉
仕
の
初
心
に
か
え
り
今
迄
に

培
っ
た
経
験
と
知
識
を
活
か
し
全
力
を

傾
注
し
て
「
よ
り
住
み
よ
い
よ
り
豊
か

な
活
力
に
み
ち
た
玉
川
村
の
創
造
」
に

精
進
し
て
村
民
の
要
請
と
期
待
に
応
え

た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
の
で
宜
し

く
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

上
げ
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

~
六
月
一
日
は

-
人
権
擁
護
の
日

一
み
な
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員
制

一
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

一
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権

-
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の

一
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
ぃ

一
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の

闘
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が

一
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で

山
す
。

一
今
年
は
、
国
連
で
世
界
人
権
宣
言

一
が
採
択
さ
れ
て
三
十
五
周
年
に
あ
た

一
り
、
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る

圃
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
一
一
躍
の
人

一
権
思
想
の
啓
発
が
な
さ
れ
ま
す
。

一
村
内
に
は
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ

一
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人

一
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

一

矢

吹

幾

哉

氏

田
(
大
字
小
高
字
御
城
四

O〉

一

電

話

二

O
二
O

一

鈴

木

三

郎

氏

嗣
(
大
字
北
須
釜
字
森
殿
九
六
)

一

電

話

二

三

六

六

一
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

.
ら
れ
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気
軽

一
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

矢
吹
幾
哉
氏
に
感
謝
状

こ
の
ほ
ど
、

一県
人
権
擁
護
連
合
会

長
よ
、り
矢
吹
幾
哉
氏
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
か
ら

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
医
師
の
か

た
わ
ら
人
権
相
談
や
思
想
の
普
及
に

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

受
賞
を
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し

上
げ
ま
す
。
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出
訪
印
恒
例
の
春
季
検
関
は
、
五
月

一
日
午
前
九
時
か
ら
泉
中
学
校
々
庭
で

毘
員
、
婦
人
消
防
隊
ら
一
一
一
百
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
。

仁
井
田
部
団
長
の
開
始
の
こ
と
ば
に

続
き
、
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員
に

対
す
る
黙
祷
、
天
皇
睦
下
の
お
こ
と
ば

の
あ
と
検
関
が
関
始
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
が
検
関
官
と
な
り
、
団
員
一
人

ひ
と
り
の
服
装
と
態
度
を
厳
し
く
点
検

す
る
通
常
点
検
、
続
い
て
指
揮
官
の
号

令
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
士
持

あ
ふ
れ
る
春
季
検
関
を
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
放
水
に
よ
る
機
械
点
検
は
、

て〉
義路喜

111111111附

場
所
を
中
村
池
に
移
し
、
機
敏
な
動
作

で
機
械
器
具
の
安
全
操
作
を
確
認
し
て

一
斉
に
放
水
し
、
団
長
の
火
の
守
り
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
が
花

を
添
え
、
J

初
め
て
ラ
ッ
パ
隊
に
加
わ
っ

た
新
団
員
も
力
強
い
吹
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。こ

の
あ
と
、
消
訪
長
官
賞
状
伝
達
と

団
長
表
彰
並
び
に
感
謝
状
が
次
の
方
々

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
消
防
庁
長
官
賞
状
(
伝
達

フ乙 フ己

η 国1u分

歯団
長長

一
一
、
表

川

辺

蒜

生
小

高中
岩
法
寺

竜

崎

高
須
釜

北
須
釜

石鈴須佐

耳r/.

字~

1夫

〈
防
火
優
良
家
庭
〉

鈴小間小大小角車寧真仁小
出

木田部林竹針田呂田弓古針 森木田藤

勝義正時倉金栄菊安

北
須
一
釜

士
口

山
小
屋

四

辻

三
、
成
山

謝
〈
退
職
分
自
長
)

四山 北南竜岩 小蒜 m
小古須須 法中
産 主を釜崎寺 高生辺

ハ
一
段
協
力
選
〉

南
須
釜

須石有 瀬

出森賀谷

勝イ中秀武

状
塩石有榊金湯大小関真小

賀 枝 子 沢 竹 針 根 弓 針

秀時金喜子光武照長

〈
防
火
水
播
敷
地
提
供
〉

人一也寿

車夫夫義

任
期
満
了
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
村
留
保
運
営
協

な
お
、
再
任
さ
れ
た
委
員
の
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

公
議
代
表
佐
久
間

η

野

崎

援

師

代

表

矢

吹

η

小
山
田

被
保
険
者
代
表石

安

雄哉埠蔵

氏氏 t~ 氏

が

信勝伸之

仕
さ
れ
、
四
パ
バ
二
十
七
日

に
関
か
れ
た
国
保
運
営
協

議
会
の
席
上
、
村
長
か
ら

委
員
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
長
は
公
益
代

表
の
佐
久
間
安
蔵
氏
、
副

会
長
は
野
崎
進
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
方
々
に
は
向
う

二
年
間
、
簡
保
の
予
算
、

決
算
に
関
す
る
こ
と
や
条

鰐
改
正
な
ど
間
保
の
健
全

な
運
営
を
図
る
た
め
の
重

要
な
諮
問
機
関
と
し
て
、

大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
委
員
の
方
々
の
ご

活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま

す。

康幾

針森

-mT 

f
A
l
 

夫

氏

蒸

氏

利 一 正 栄 美 広

村長から委壊状の交村

貧
弱
題
担
岡
山
=
=
=
覇
軍
麗
翠
=
=
=
慣
習
麓
襲
轟
=
=
=
同
韻
麗
璽
掴
=
=
=
句
麗
欝
額
欄
=
=
=
耐
震
関
欝
醤
=
=
=
目
標
語
街
路
闇
=
=
=
Z
轟
飽
語
圏
=
=
=
田
鶴
援
護
欝
脇
田
=
=
=
襲
爵
欝
語
=
=
=
=
m
m
m
m
麓
璽
τ
=
=
Z
圏
趨
磁
脇
島

去る 5月7日、道路災害復旧工事などについてそれ

ぞれ入札をしましたところ、次のとおり落札になりま

したので、お知らせしましす。

なお、工事期間中についてはど協力をお額いします。

治弥衛伸夫一

入札結果のお知らせ

栄夫

工 事 名 所 :事務負禁容 務 灸 額

南須霊長字八木 岩谷建設 I，970 -FR 
品目

河川 1! 山新民字海王子1 翰 湯 沢 怒 9，790 

11 1/ 2号 小 抹 建 設 23，620 

道銘災害復IBエ苓 小高字王子ヶ谷地 儲鈴木建設 1，080 

fI 高須芸家字小学弓 鵠滋 組 1，180 

1! ‘2 700 

H 
/f 字坂ノ下 円谷建設 1，540 

1! 岩 谷 建 設 1，540 

11 η 字予寺井沢 鰯鈴木建設 5，100 

11 円谷建設 1，370 

" H 字千五沢 掲鈴木建設 6，740 

11 北須釜字速舘石 岩谷建設 1，950 

" H 字五斗誇 " 1，750 

" 務須釜字小学弓 鞠 湯 沢 組 1，9告。

11 山小康宇治久保ι 円谷建綾 2，080 

" 出新沼字河ljZ " 830 

fiiJJI!災害審議IB工事 JH辺字久保留 1号 熊鼠建設 19.850 
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昭
和
五
十
七
年
変
健
康
優
良
児
の
表

彰
式
が
五
月
二
十
七
日
、
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

表
彰
を
受
け
た
二
十
二
名
(
男
十
四

名
、
女
人
名
)
は
、
昭
和
五
十
六
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
一

O
四
名
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
、
心
身
共
に
健
や
か
な

元
気
い
っ
ぱ
い
の
赤
ち
ゃ
ん
ば
か
り
。

村
長
の
お
祝
い
の
言
葉
の
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
で
泣
き
出

し
て
し
ま
っ
た
り
、
い
つ
に
な
く
お
と

な
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ

ん
も
今
日
ば
か
り
は
普
段
と
違
う
様
子

来
賓
の
中
野
チ
ョ
ウ
さ
ん
(
母
子
セ

γ
タ
i
助
産
婦
)
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も

家
族
み
ん
な
で
暖
か
く
見
守
り
、
ケ
ガ

の
な
い
よ
う
、
元
気
に
た
く
ま

L
く
育

つ
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
高
林
桜
子
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

(
ト
ミ
子
さ
ん
)
が
、
お
礼
の
こ
と
ば

と
母
親
と
し
て
の
自
覚
と
抱
負
を
力
強

く
の
べ
ら
れ
、
一
層
認
識
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

会
場
は
終
始
に
ぎ
や
な
か
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
わ
が
子
の
成
長
に
自
を
締
め

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
お
母
さ
ん
た
ち
。
こ

れ
か
ら
も
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、

ご
両
親
や
家
族
の
み
な
さ
ん
の
愛
情
を

い
っ
ぱ
い
に
受
け
、
健
や
か
に
成
長
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

幼児氏名|生年月日 i保護者 i続柄!部落名
ι 一

高林桜子 1.56.4.21十重和|長女 i
十 一 一一

石井明子 II! 5. 6什原三虫s1三女川、 高
' 一

溝井正文 11.I 5.161正一良s1長男|小高
l 一

真野目雄治 11.1 5.171 昭|長男ハ勾新田
l ー

草野孝弘 1 <" 5.29川書憲 i二男 i北須釜
1 ー

鈴木貴子 1 11 6. 6 1正男|二女 i
J 

A〆

塩 沢健一 I1I 7.1 1重明|長男!南須釜
ト ー

我妻絵理呑 1" 7 4トー 夫 l長女 l南須釜
i 一

車田裕美 111 8.14 1 ~青幸u 1二女川、高
g 

吉 村 功 次 111 8.221 美 i長男 i 須袋

小針貴史 1'I 9.251一郎 i二男 1 9=t 

鈴木弥生 III 10.81正夫 i長女 1~ヒ須釜

鈴木 睦 1" " 1 1I 二女 1~ヒ須釜
g 

境問浩章 1I! 10.101孝夫 i三男 i
l 

大野寛樹 I'I 11.5十誼寛|長男|南須釜
2 
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海
草
は
海
の
緑
黄
野
菜

ビ
タ
ミ
ン
と
無
機
質
の
宝
庫

海
草
は
海
の
緑
黄
野
菜
、
「
シ

1

・
リ
!
フ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、

成
分
と
し
て
は
ビ
タ
ミ
ン
と
無
機
質

の
宝
庫
で
す
。

語
草
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
は
じ

め
い
ろ
い
ろ
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
他
、
消
化
さ
れ
に

く
い
食
物
繊
維
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

海
草
を
毎
日
食
べ
る
と
長
生
き
を

す
る
と
、
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
実

際
に
海
岸
近
く
の
長
寿
村
の
老
人
た

ち
は
、
魚
と
と
も
に
海
草
を
子
ど
も

の
頃
か
ら
常
食
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

海
草
の
効
用

瀧
草
の
働
き
と
し
て
、
第
一
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下
作
用
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
動
物
実
験
で
も
、
血
中

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
債
の
高
い
由
ネ
ズ

ミ
に
海
草
を
与
え
る
と
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
債
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
日
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
こ
に
、
小
腸
内
で
ビ
タ
ミ
ン

町
、
間
の
産
生
を
促
す
働
き
が
あ
り

ま
す
。
高
た
ん
白
質
や
、
高
動
物
性

脂
肪
を
多
く
含
ん
だ
餌
を
白
ネ
ズ
ミ

に
与
え
、
こ
れ
に
海
草
を
加
え
る

と
、
自
ネ
ズ
ミ
の
小
腸
内
ビ
タ
ミ
ン

日
、
到
の
で
き
か
た
が
多
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
向
島
且
の
食
塩
荷
額
一
に
混

ぜ
て
与
え
た
場
合
、
海
草
を
食
べ
た

方
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
世
が
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

海
草
に
は
ヨ
ウ
素
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ヨ
ウ
素
は
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

の
成
分
で
、
不
足
す
る
と
単
純
性
甲

状
腺
腫
を
起
こ
し
た
り
、
幼
児
の
発

育
を
遅
ら
せ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
海
草
を
食
べ
る
習
慣
の
な
い
ア

メ
り
カ
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
食
塩
に
ヨ

ウ
素
を
混
ぜ
て
い
ま
す
。

よ
く
煮
て
食
べ
よ
う

こ
の
よ
う
に
長
所
の
多
い
海
草
で

す
が
、
細
胞
膜
が
硬
い
た
め
に
、
調

理
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
栄
養
素

の
吸
収
の
さ
れ
か
た
が
ち
が
っ
て
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
海
草
の
た
ん
白
質

の
吸
収
は
、

mlω
が
と
個
人
差
が

非
常
に
強
い
も
の
な
の
で
、
よ
く
煮

て
、
細
胞
膜
を
こ
わ
し
て
食
べ
る
と

効
果
的
で
す
。
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今
年
の
選
挙
か
ら
、
従
来
の
全
国
区
選
挙
に
か
え
て
、
比
例
代
表
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
制
度
の
大
改
正
は
、
参
議
院
発
足
以
来
始
め
て
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
比
例
代
表
制
そ
の
も
の
が
、
わ
が
国
で
は
始
め
て

の
経
験
で
も
あ
り
、
正
に
画
期
的
な
出
来
事
で
す
。
新
し
い
制
度
を
生

か
す
も
殺
す
も
、
有
権
者
、
そ
し
て
選
挙
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
の
気
持

次
第
。
そ
の
将
来
を
占
う
の
が
今
回
の
選
挙
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
選
挙
公
報
、
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
、
演
説
会
、
日
常
活
動
な
ど
で
候

補
者
を
よ
く
知
り
、
よ
く
考
え
て
大
切
な
一
票
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

111111111111111111111111111111111111111111111;111111111111111111111111111111111111111111111 ふ詫ま絹3剛剛11川iII川川11帥附11山州11

明日の政治の量考えよう

の一票=
一世

」樹

A
A

投
票
に
つ
い
て
V

投
崇
で
最
も
大
き
く

JL

変
つ

u

た
の
は
、

全
国
選
出
議
員
の
選
挙
ハ
全
国
区
〉
に

つ
い
て
拘
束
名
簿
式
、比
例
代
表
制
を
採

用
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
候
補
者
個
人
へ

投
票
す
る
の
で
は
な
く
、
政
党
等
へ
投

票
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

地
方
選
出
議
員
ハ
地
方
区
)
に
つ
い

て
は
、
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
と
呼

び
方
が
変
っ
た
だ
け
で
、
個
人
へ
投
.
曲
訳

す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
変
り
ま
せ

ん。ー
、
投
票
用
紙

拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
(
出
全
国

区
〉
の
選
挙
と
選
挙
区
選
出
議
員
(
旧

地
方
一
込

γ
の
選
挙
は
同
時
に
行
わ
れ
ま

す
が
、
投
票
用
紙
の
色
が
違
っ
て
い
ま

す
の
で
よ
く
確
認
し
て
投
巣
用
紙
に
書

い
て
下
さ
い
。

2
、
選
挙
区
選
出
議
員
(
旧
地
方
区
)

の
投
票

選
挙
区
選
出
議
員
〈
旧
地
方
区
〉
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
投
票
日
記

載
所
と
そ
の
ほ
か
の
投
崇
所
の
適
当
な

場
所
に
候
補
者
の
氏
名
等
が
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
〈
確
認
を
し
て
投

票
し
て
下
さ
レ
。

3
、
比
例
代
表
選
出
議
員
(
回
全
国
区
)

の
投
票

比
例
代
表
選
出
議
員

(
旧
全
国
区
)

に
つ
い
て
は
、
投
県
所
の
適
当
な
場
所

に
、
名
簿
を
賭
け
出
た
政
党
の
名
称
、

略
称
及
び
当
選
人
と
な
る
べ
き
順
位
を

つ
け
た
候
補
者
の
氏
名
が
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
よ
く
調
べ
た
上
で
政
党

の
名
称
又
は
略
称
を
記
入
し
て
下
さ

、。
、仁
V

投
票
記
載
所
に
は
、
屈
け
出
た
政
党

の
名
称
及
び
略
称
の
み
が
掲
示
さ
れ
て

お
り
、
候
補
者
の
氏
名
は
掲
示
し
て
あ

り
ま
せ
ん
の
で
間
違
い
の
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
下
さ
い
。

あなたP大切な一票を生かすため、新しい選挙

制度を十分に理解しまじよう。

{ 参議院の選挙制度 ; 

ロメモ j

①投票は政党名で。.~

個人名を書くと 無効 です 。)

③政党の選択は、候補者名簿や政策をよく見て。 i
③選挙運動は政党が。候補者個人ではできませ ; 

ん 。{

④当選者は、各政党の得票数に比例して決まり ; 

一i選挙区選挙 I

f で、投票用紙には候補者個人名を記入。;

3犯 乙 一一一F-

j/il/Juj; / 磨-<{{I I / 起訴{{I I 
主

巡
回
一児
童
相
談
会
の

お
知
、
り
せ

児
童
に
関
す
る
諸
開
題
，に3

つ
い

て
の
相
談
合
つで
す
。
養
護
九
，
心
身

障
害
、
・v

非
行
関
係
、
健
全
育
成
な

ど
児
童
や
保
議
者
に
必
要
な
指
導

助
言
を
与
え
、
援
助
を
行
う
も
の

で
す
。

日
時
昭
和
白
年

7
月
6
日

午
前
日
時
J
午
後
3
時

場
所
石
川
福
祉
事
務
所

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て

は
役
場
住
民
課
ま
で
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

!一一一(
ドj

大ミ j
/リ
トn/(; 

A、
-;rs: 

主
催

村
体
育
協
会

村
氏
相
互
の
交
流
を
深
め
、
健

康
増
進
の
た
め
に
あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

日

時

昭

和

部

年

6
月
刊
日

〈
日
〉
午
前
8
時
か
ら

会

場

玉

川

村

体

育

館

対
象
者
村
内
居
住
者
叉
は
村

内
勤
務
者

参

加

費

1
組

5
0
0
円

申
込
〆
切
昭
和
田
年
6
月
げ
日

ハ金〉

申
込
先
車
田
明
徳
(
智
一
言
三
)

競

技

方

法

パ

ド

ミ

γ
ト
ン
競
技

規
則
に
よ
り
男
子
W

女
子
W
、
中
学
生
男

子
W
、
中
学
生
女
子

W
を
ト

1
ナ

λ
γ

ト

方
式
で
行
う
。

※
抽
選
は
、
当
日
会
場
で
行
い
ま

す。ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
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水
一
は
空
気
と
な
ら
ん
で
、
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
O
A

水
道
の
じ
ゃ
口

を
ひ
ね
る
と
い
つ
も
き
れ
い
な
水
が
で

て
く
る
の
で
、
そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
が

ち
で
す
。

地
一浩
冶
氷
は
式
父
宮
ん
の
人
々
の
手

に
丸
一つJ
で
，作
ら
れ
、
-送
ら
れ
て
く
る
の

で
す
o

'
健
康
を
守
り
、
一一
生
活
を
豊
か
に

は
と
く
む
水
道
は
一
日
も
休
む
こ
と
な

く
活
動
を
続
け
て
い
ず
す
。
衛
生
的
で

安
室
な
水
“を
豊
富
に

J

供
給
す
る
水
道
を

考
え
、
理
解
と
関
心
を
高
め
る
水
道
週

間
が
、
六
丹
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国

的
に

d

十
列
広
げ
み
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
貴
重
な
水
に
つ
い
て
考

え、
~…ぺ
毎
日
の
生
活
の
中
で
上
手
に
水
を

使
う
山習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で

す。
節
約
す
マる
こ
と
は
、
生
活
に
必
要
な

水
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
無
駄
な
使

い
方
を
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
度
家
族
全
員
で
点
検
し
て
、

水
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問削i

。
??正予~主 ; 

。リも
売ツ、つ
』トーッ

言ノレ分プ

パ Fに 間 三
ケも流杯
リなし程
モりつ度

ま v:tで、
すなす
。しむ

だ歯
とみ
約が
六き

杯も
以 、ノミ

上ホケ
の 1 メ

水 ろ 洗
がでい
使流な
わしら
れ洗五
まい杯
す す で
。るす

とーむ
三洗
十車

。
洗
濯
は
た
め
す
す
ぎ
で

本
洗
い
、
脱
水
の
あ
洗
濯
槽
に
水
と

を
た
め
、
す
す
ぐ
と
一
一
回
当
た
り
約
一

G
Oリ
ッ
ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
。

流
し
す
す
ぎ
だ
と
二
倍
以
上
の
水
が

必
要
で
す
。

風
呂
は
、
小
さ
め
の
浴
槽
で
も
ニ

O

O
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
入
り
ま
す
。

残
り
湯
は
洗
際
、
掃
除
、
洗
車
な
ど

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

。
じ
ゃ
ロ
は
開
け
閉
め
に
注
意

水
を
使
う
時
、
じ
ゃ
口
の
調
節
に
気

を
つ
け
て
、
使
っ
た
あ
と
は
し
っ
か
り

と
閉
め
ま
し
ょ
う
。

! 日、るはかるたj を手に塩沢さん

wv

五
種
類
の

『
い
ろ
は
か
る
た
」
出
版

南
須
釜
の
塩
沢
さ
ん

須
釜
郵
使
局
前
局
長
塩
沢
正
常
さ

ん
は
、
正
月
に
な
る
と
子
供
の
噴
遊

ん
だ
H

い
ろ
は
か
る
た
口
を
思
い
出

し
、
な
つ
か
し
さ
の
余
り
身
近
か
な

も
の
を
H

い
ろ
は
四
十
八
文
字

il
l l

に

托
し
て
、
こ
の
ほ
ど
グ
民
俗
、
芯
は

か
る
た
H

H

玉
川
か
る
た
H

F

須
釜

の
歴
史
か
る
た
H

グ
新
丘
小
さ
ん
い
ろ

は
か
る
た
U

H

ソ
連
抑
留
か
る
た
H

の
五
部
作
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

何
一
れ
も
郷
一£
の
歴
史
や
民
一俗
行
事
、

さ
ら
に
は
軍
服
時
代
の
新
兵
さ
ん
の

wv

北
須
釜
ニ
区

た
ば
こ
総
代
に
栄
冠

苦
労
ぶ
り
、
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
た
当

時
の
辛
酸
ぶ
り
を
四
十
八
文
字
で
う

た
い
あ
げ
た
労
苦
の
作
品
で
、
読
む

ほ
ど
に
郷
愁
や
苦
し
か
ヴ
た
時
代
が

脳
裡
に
浮
か
ん
で
く
る
名
文
で
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。

希
望
者
に
は
贈
呈
し
た
わ
と
の
こ

と
で
す
か
ら
遠
慮
な
く
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

こ
の
た
び
九
北
須
釜
こ
区
た
ば
こ

総
代
ハ
総
代
々
表
・
渡
辺
助
次
郎
さ

ん
〉
に
須
賀
川
た
ば
こ
耕
作
組
合
長

か
ら
、
総
代
全
体
の
成
績
が
優
秀
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
、
表
彰
の
栄
に
輝

き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
そ
の
年
の
総
代
区
の
反

収
や
品
質
の
面
な
ど
総
合
的
に
勘
案

さ
れ
選
ば
れ
る
わ
け
で
す
。

二
区
の
総
代
で
は
、
総
代
さ
ん
を

中
心
に
品
質
改
良
の
点
に
力
を
入

れ
、
季
節
の
適
宜
作
業
を
す
る
た
め

に
声
を
か
け
あ
っ
た
り
し
て
行
っ
て

き
た
こ
と
が
、
全
体
的
な
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
に
続

き
、
二
年
連
続
の
栄
誉
は
総
代
反
の

み
な
さ
ん
に
大
き
な
励
み
と
な
り
、

今
年
の
た
ば
こ
作
り
に
一
段
と
活
気

が
入
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

す
ブ
リ
キ
缶
か
ら

チ
リ
取
り

廃
物
利
用
で
好
評

ひ

ま

余
暇
を
み
て
は
、
ブ
リ
キ
缶
を
利

用
し
て
チ
リ
取
り
を
作
り
、
隣
り
近

所
な
ど
に
配
っ
て
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
方
が
い
ま
す
。

こ
の
方
は
、
村
の
危
険
物
処
理
場

の
監
視
を
じ
て
い
る
吉
字
中
ノ
作
の

有
賀
清
美
さ
ん
ハ
六
十
七
歳
)
。

有
賀
さ
ん
は
投
げ
捨
て
ら
れ
る
ブ

リ
キ
缶
を
見
る
に
つ
け
、
こ
れ
を
何

か
は
利
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
、
手
始
め
に
チ
リ
取
り
で
も
作
っ

て
み
ょ
う
か
と
思
い
た
っ
た
の
が
き

っ
か
け
だ
と
か
。

す
で
に
、
百
二
十
個
も
作
り
、
そ

の
大
半
が
隣
近
所
に
配
っ
た
り
し

て
、
今
で
は
吉
の
全
家
庭
に
有
賀
さ

ん
手
作
り
の
チ
リ
取
り
が
ゆ
き
渡
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

軽
く
て
使
い
や
す
い
と
大
変
重
宝

が
ら
れ
、
親
戚
か
ら
も
注
文
が
く
る

ほ
ど
で
人
気
は
上
々
。

こ
れ
か
ら
も
丈
夫
な
う
ち
は
手
先

を
使
い
、
老
化
防
止
と
廃
物
利
用
の

一
挙
両
得
を
続
け
た
い
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。
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一!
i
保
険
料
に
免
除
制
度

i

一

一
|
納
め
ら
れ
な
い
方
は
手
続
き
を
し

:111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 刷州11川附11削111酬11山川刷11川附11111川刷11山川11川11 (7) 111川H川川川11川川11川11川川11山山11刷川川11川t“11川川11川川11川川11川11川1

昭和58年度

一般住民総合検診の

お知らせ
こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ

病気り早期発見、早期治療などみなさ

んの健康を守るために総合検診が下記の

とおり行われます。

必ず受診いたしましょう。

検 診内容

て
は
ま
る
と
き
は
、
保
験
料
を
「
未
納
」

に
せ
ず
、
役
場
で
手
続
き
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
・
承
認
を
受
け
て
免
除
に
な
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
そ
の
後
生

活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
時
に
承
認
を
受

け
過
去
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
免

除
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
で
納
め

ら
れ
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

。
相
続
と
税
金

り Tこた
相まと人財
続すきの産
税。(遺を
の 遺言柑
申 贈に続
告 )よし
と はった
納 、てと
税相財き
は 統産や
、 税を亡

被 がもく
相 からな
続 かつつ

(学校、会社等で受診される方は除かれ

ます〉

・結懐検診(15歳以上)

・で般診査 (40歳以上〉

身長、体重、尿、血圧などを測定

・精密診査(一般診査の結果、精密診査

が必要の方)心電図、限定、血液検査

などで個人負担は 500円

・胃検診 (40歳以上〉

人
が
死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
六
ヶ
月

以
内
に
、
被
相
続
ん
の
住
'・所
地
の
税
務

署
に
す
る
こ
と
に
な
っ
で
い
ま
す
。

。
贈
与
と
税
金

贈
与
税
は
、
個
へ
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

財
産
を
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
と

い
う
の
は
夫
婦
や
親
子
、
親
族
関
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
ι
多
く
、
ま
た
、
俗
に
い

う
「
あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し
」
「
出
世

払
い
」
と
い
う
金
銭
貸
借
や
「
倍
務
免

除
」
な
ど
の
経
済
的
利
益
を
受
け
た
場

合
も
贈
与
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室

や
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

、。
thw 

持参するもの

-尿は配付された容器に住所、氏名を書

いて持参のこと

・検診料 500円 (40歳........69歳までの方〉

注意するとこ

.'40歳t!-上の方は朝食はとらないで来て

てだきし、。

総合検診臼程表

育1苦i綬自!地区名!笑施時間|実路場所

今
月
は
、
す
が
ま
幼
稚
園
を
紹
介

し
ま
す
。
す
が
ま
幼
稚
園
は
、
昭
和

五
十
五
年
に
現
在
の
場
所
に
新
設
さ

れ
、
東
部
地
区
の
幼
克
教
育
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
須
釜
小
学
校
長
で
あ
る
小

林
園
長
ほ
か
教
頭
先
生
、
養
護
教
諭

JII辺公民主主

吉 i 午前 8:30~1l:∞ l 吉公民館

6.24 I金トーI I 
岩法寺|午後 1 ， 00~ ぶ001 岩法寺公民館

6.27 I刃

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
ヶ
月
五

千
八
百
三
十
円
で
す
が
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
「
保

険
料
の
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
に
は
「
法
定
免

除
」
と
「
申
請
免
除
」
の
二
通
り
が
あ

り
、
要
約
し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。法

定
免
除
は
・
・
・.•• 

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
年

金
、
母
子
(
準
母
子
)
福
祉
年
金
、
を

受
給
し
て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
法
の

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
:
:
?
届
出

る
だ
け
で
免
除
に
な
り
ま
す
。

申
請
免
除
は
・
・
・
・
・
.

所
得
の
な
い
人
や
、
医
療
扶
助
を
受
け

て
い
る
人
、
災
害
で
被
害
を
受
け
た
人

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

で
す
。あ

な
た
が
、

|一一一寸一一「一一一，----
午前 8:3ト 11:301玉川村体育館

午後 1:oo~ 3:∞|就業改善センター

芸主 主主|午前 8:3ト 11:30

中 !午後 1:∞-3:∞ 

午前 8:30-11:30

午後ド00-3:00 

午前 8:30-11:30
6，231:木1111 辺

i午後 1:00-3:∞ 

6.25 I土|小潟

(
兼
務
〉
、

そ々
れ
に
四
名
の
専
任
教
諭

で
就
学
前
の
四
歳
児
、
五
歳
児
あ
わ
せ

て
八
十
三
朱
の
園
児
た
ち
の
お
世
話
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

教
育
目
標
は

①
健
康
で
明
る
い
子
供

③
友
達
と
仲
よ
く
す
る
子
供

③
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
子
供

の
一
一
一
つ
を
掲
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

な
ど
を
と
お
し
、
情
操
一
回
の
豊
か
さ

を
育
く
む
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
就
学
前
の
し
つ
け
に
も
重

点
を
置
き
、
規
律
あ
る
生
活
や
自
主

性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
大
き
な
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

四
月
に
入
国
し
た
子
供
も
今
で
は

団
体
生
活
に
慣
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
も
の
心
と

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
た
教

育
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

竜崎公民館

館民公釜須ω

∞
 

1

3

 

~
~
 

mw

∞
 

。。噌
A

前

後

午

午祭須十隠水mu 
aυ 

午前 8:3か叶1:30
6.30' *'北須釜"'" ，:須重量児友銀

'1 午後 1:0か-3:00 

ト一一|ート
山小屋 i
河乎|午前 8:3ト1l:30

1 I金， :~~=~ ，山小屋公民館
小学弓|

菅井沢|午後 1:00-3:∞ 
ト一一|ート一一一I I 

1 ，，1 ~ >L  1 ~~ ~.~~ •• ，~_ 1四辻農業研修所
7. 21 土|四辻|午前 8:ω~1l :30 1 1 ~ 1 - ~ 1 • Q" ~'UV •• 'vv 1 ai:回 F ミ子宅前

※吉地区の胃の検診は須釜公民館

※岩法寺地区の胃の検診ぽ竜崎公民館

6.28 I火|篭 崎
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税
務
職
員
募
集

(
税
務
大
学
校
普
通
科
生
〉

左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

受
験
希
望
の
方
は
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。

ー
受
験
資
格

昭
和
mm
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

2
受
験
申
込
期
間

7
月
6
日
(
水
〉
J
7
月
M
日
(
木
)

3
受
験
申
込
先

一T捌

刷 11111111111111111，，" 1 983.6 111川

来日牛を飼っている方へ

せり関係等に一部変更 仙
台
市
本
町
3
丁
目
2

1
お

仙
台
第
2
合
同
庁
舎

人
事
院
東
北
事
務
局

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た。・
小
高
の
車
田
喜
夫
さ
ん
よ
り

壱
万
円

芦

春

・
中
の
佐
藤
一
五
さ
ん
よ
り

光
春

r
拾
万
円

(
佐
藤
さ
ん
は
民
謡
志
、始
め
て
ニ

O
年
。
去
る
四
月
二
十
九
日
、
玉

川
村
体
育
館
で
記
念
大
会
を
開
催

し
た
際
に
。
)

・
油
カ
ス
や
湯
た
ん
ぽ
の
寄
贈

こ
の
ほ
ど
老
人
ク
ラ
ブ
員
の
み
な

さ
ん
に
h

花
い
っ
ぱ
い
運
動
H

に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
こ
岐
温
泉
の
柏

屋
旅
館
か
ら
油
カ
ス
五
俵
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
紛
加
藤
化
成
さ
ん
か
ら
は

老
人
の
方
な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
と
湯
た
ん
ぽ
五
百
個
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
(
社
会
福
祉
協
議
会
)

日
日
(
水
)

η
日
(
金
)

日
日
(
土
)

2
日
ハ
水
)

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

1
日
(
水
)
妊
婦
検
診

(
西
部
)
母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1

時

1
2時
受
付

8
日
(
水
)
日
本
脳
炎

予
防
接
種
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
初
分

1

2
時
受
付

9
日
(
木
〉
日
本
脳
炎

予
防
接
種
須
釜
公
民
館
午

後
1
時

ω分
1
2時
受
付

妊
婦
倹
診
(
東
部

Y
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時
J

2
時
受
付

日
本
脳
炎
予
防
接
種
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
午
後

1
時
鈎
分
J

2
時
受
付

母
親
学
級
就
業
改
善
ハセ

ン
タ
ー
午
前
9
時
加
分

J
ロ
時

日
本
脳
炎
予
防
接
種
須
釜

公

民

館

午

後
l
時

ω分

J

2
時
受
付

料
理
講
習
(
中
地
区
)
中

生
活
改
諮
問
セ
ン
タ
ー
午

この度、石JII部畜産農業協同組合ではせり、
共進会関係等の内容に一部変更がありましたの
でお知らせいたします。

。。せり関係く〉。

・せり開始 10時30分
.共進会入賞牛展示

午前10時--10時20分
・体重測定午前8時から
・擾良認定牛の札標示は廃止
・子牛出荷月令〈基準〉及び体重

雌 8~9 カ月 240.....，260kg 
去勢 7........8カ月 250......270kg
去勢月令 4カ月
離乳月令 5カ月

00共進会関係00
・子牛共進会の4等賞を廃止
・共進会出陳月令 7 '""10カ月
• 10カ月以上、過肥の牛はランクを落す。

・石111の牛をそろえるために子牛共進会、せり
には 8......， 9カ月で出してください。

。<>登録関係。。

・登録申請は必ず子牛登記証を訪日前に畜協に
提出のこと。
(血統調査のため福島支部に送付するため〉

・育種、高検の審査は 4月、 8月、 11月に行わ
れます。

女4月に受検する人は 1月中に申請のこと。
女8月に受検する入t主4月中に申請のこと。
事者11月に受検する人は8月中に申請のこと。
• 10産表彰は登録協会県支部から表彰されます。

(毎年 1月〆切〉
・15産以上の牛は登録協会本苛から表彰。
年 5月20日〆切)

(毎

前
9
時
初
分

i
n時

乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
J

2
時

受
付

公

民

館

行

事

予

定

4
日
(
土
)
J
6
月
(
月
〉

さ
っ
き
・
盆
栽
展

日
日
(
水
)
高
齢
者
教
室

須釜南小地 ハ 新四 IJ 北須釜須南釜" " 11 竜法岩寺 H 中 H 小蒜川地 ハ

大高事田 区死亡 分四月の お、， E関t土瀬関佐h 鈴湯 刀央林和、券政崎 大竹与事奈量可生小事i選冥l買2高曲R 竜美苦生ι弓げ言辺夫 生名児氏区出 五四の おめ
タ者死や 根谷根入間 木沢 針回 、竹 届書生出 で
ーケ氏亡 友成信直 綾

通メ名 望 み香裕勝誠広人樹 豪晋 ま た

81.64受τ3 か 吉吉恵正吉光正政与 竹 保 良 雄 保 俊 者保護名 fト
藤喜;ら 千 ら

幸夫主名帯位 己利二徳、光夫司 代之夫次一夫

今
月
の
納
税

村

民

税

二

期

分

〉

国

民

年

金

二

期

分

〉

納
期
限
は
、
お
日
(
土
〉
で
す
。

忘
れ
ず
、
納
め
ま
し
ょ
う
。

在
宅
当
番
医

変
更
の
お
知
ら
せ

六
月
十
こ
日
大
野
眼
科
診
療
所
が
山
本

医
院
に
変
更

六
月
十
九
日
山
本
医
援
が
大
野
眼
科
診

療
所
に
変
更

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

梅
雨
入
り
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
梅
雨
前
線
の
活
動
は
弱

く
、
比
載
的
晴
間
が
多
い
で
し
ょ
う
。

下
旬
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
が

現
わ
れ
、
梅
雨
前
線
も
北
上
し
て
、
冷

涼
な
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
な
る
で
し

ト
品

売
円
J

。
月
平
均
の
気
温
、
降
水
量
は
平
年
並

の
見
込
み
で
す
。
平
年
の
梅
雨
入
り
日

は
六
月
十
一
日
で
す
。

.. 町，..，・_"...，..，.、'y、~~:

1，518戸(+3) 

3，795人(+4) 

7，461人(+15) 

3，666人(+11) 

(58年5月 1日現在〉

村のようす

世帯数

口

男

女

人




